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指しました。

著者紹介
⽥中�秀⽂（たなか ひでふみ）
11949年⽣まれ
1973年 東京⼯業⼤学理学部物理学科卒業
1975年 東京⼤学⼤学院理学系研究科地球物理専⾨課程（修⼠）修了
1981年 理学博⼠取得（東京⼤学），専⾨は古地磁気学
1991年 ⽥中館賞受賞
1976-1995年 東京⼯業⼤学理学部助⼿
1995-2001年 ⾼知⼤学教育学部助教授
2001-2012年 ⾼知⼤学教育学部教授
2012-2015年 同⼤学海洋コア総合研究センター短期研究員

研究活動としては、オーストラリア鉱物資源局コンサルタント、カリフォ
ルニア⼤学サンタバーバラ校研究員，学術誌編集委員(JGR, JGG, EPS)、
国際学会役員(IAGA,DivI,WGI-3) などを務める。
著書は『地球物理学 実験と演習』（学会誌刊⾏センター）など。
論⽂は43編（JGG, JGR, EPS, GJI など）。



目 次

はじめに

第1章�惑星としての地球
1.1�ケプラーの法則
1.2�運動⽅程式と万有引⼒
1.3�エネルギー保存則と運動量保存則
1.4�太陽放射と地球表⾯温度

第2章�放射性元素と数値年代
2.1�放射性元素と放射壊変
2.2�主な数値年代測定法

第3章�測地と重⼒
3.1�地球の形と⼤きさ
3.2�万有引⼒と重⼒
3.3�アイソスタシー
3.4�⾃転とコリオリ⼒
3.5�重⼒ポテンシャルとジオイド

第4章�地震と断層
4.1�地震のマグニチュード
4.2�地震波の伝播
4.3�地震発⽣のメカニズム
4.4�弾性体の⼒学と断層運動

第5章�地球の熱と温度
5.1�地温勾配と地殻熱流量
5.2�⼤陸の地殻熱流量モデル
5.3�周期変動する地表温度の伝播
5.4�海洋リソスフェアの半無限体冷却モデル
5.5�マントルの断熱温度勾配

第6章�地磁気と古地磁気
6.1�現在の地磁気分布
6.2�地磁気ポテンシャル
6.3�地下電気伝導度
6.4�古地磁気学の原理
6.5�古地磁気と⼤陸移動説
6.6�海上地磁気縞状異常と海洋底拡⼤

第7章�プレートテクトニクスの幾何学
7.1�物理的観測による証拠
7.2�プレートテクトニクスの幾何学：平⾯
7.3�プレートテクトニクスの幾何学：球⾯

付録A�第1章の補⾜
A.1�主な単位，接頭語，物理定数，観測データ
A.2�2�次元回転⾏列の導出
A.3�天体スケールの⼒学的エネルギー保存則
A.4�エネルギー保存則による惑星の公転軌道の導出
A.5�地質時代の年代区分図

付録B�第3‒5章の補⾜
B.1�2�次元回転座標系でのニュートンの運動⽅程式
B.2�重⼒ポテンシャルから求める地球の扁平率
B.3�2�次元座標系での主応⼒と主応⼒軸の導出
B.4�半無限体表⾯の突然の加熱�·�冷却による熱伝導

付録C�第6章の補⾜
C.1�磁気の国際単位系�(SI)
C.2�ベクトル解析の公式
C.3�微分演算⼦の勾配�(grad)，発散�(div)，回転�(rot)�と物理的解釈
C.4�静磁場のポテンシャルとラプラス⽅程式
C.5�マクスウェルの⽅程式と地下の電磁場
C.6�球⾯三⾓法の主な公式

付録D�第7章の補⾜
D.1�線形変換に基づく回転⾏列の導出
D.2�回転⾏列に対応するオイラー極と回転⾓
D.3�地⼼直交座標�(x-y-z)�と局地座標�(n-e-d)�の変換⾏列

付録E�⽤紙類と地図投影法補⾜
E.1�両対数グラフ⽤紙（問題�1.1.1）
E.2�⽚対数グラフ⽤紙（問題�1.1.2）
E.3�両対数グラフ⽤紙（問題�1.3.4）
E.4�球⾯上の図形の投影
E.5�数値表とグラフ⽤紙（問題�6.1.1）
E.6�国際標準地球磁場�2020�年�(IGRF�2020)（問題�6.1.2）
E.7�古地理図の⽤紙（問題�6.5.1：インド⼤陸の古緯度と古地理図）
E.8�オイラー極中⼼の世界地図と�APWP（問題�6.5.3）

参考⽂献


